
全 建 労 発 第 8 号

平成 29 年 4 月 27 日

各都道府県建設業協会会長 殿

一般社団法人 全国建設業協会

会 長 近 藤 晴 貞

（公印省略）

放射線業務における眼の水晶体の被ばくに係る放射線障害防止対策に

ついて

時下、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

日頃より、本会の運営にご協力を賜わり感謝申し上げます。

さて、今般、厚生労働省労働基準局安全衛生部長から、別添のとおり、現在、電

離放射線障害防止規則第 5 条において、放射線業務従事者の受ける眼の水晶体の等

価線量限度は 1年間につき 150 ミリシーベルトとし、これを超えないよう徹底して

いますが、国際的にはより低い等価線量限度が取り入れられており、今後、国内関

係法令の改正が見込まれることから、実施可能な被ばく低減対策への取組が進むよ

う周知依頼がありました。

つきましては、貴協会会員企業の皆様に対し、周知いただきますようお願い申

し上げます。

以上
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